
伊丹市 定例記者会見
令和8年6月29日(月)

１．職員の服装を自由化します！

 ２．伊丹市昆虫館 特別展「いたこんカーニバル☆ナイト」

 ３．大ヒットドラマ「地面師たち」原作者・新庄耕氏講演会

 ４．芥川賞作家・松永Ｋ三蔵氏「伊丹を舞台にした小説」完成

予告.７月１０日（金）パーパス発表記者会見



職員の服装を自由化します！

【担当課】人事研修課

働きやすい職場環境の構築について

服装を自由化して、

業務効率をＵＰします！
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伊丹市では、職員一人ひとりが自分で考え、最も能力を発揮できる服装を選択できるようにします。

職員の自主性や多様な価値観を尊重し、より働きやすい職場環境の構築に向けて服装を自由化します。

1 服装自由化の開始日

令和8年7月1日(水)

服装が変わると、ここが変わる！

１．自主性の尊重と能力発揮

２．業務効率と市民サービスの向上

３．職員エンゲージメントの向上

４．柔軟な発想と新しいアイディア

５．省エネ・環境へのやさしさ
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※「市民の皆様に不快感を与えないこと」を前提に、TPOをふまえた服装を選択します！



伊丹市昆虫館 特別展「いたこんカーニバル☆ナイト」

【担当課】みどり自然課

伊丹市昆虫館での展示について

今年も

夏祭りだ！
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伊丹市昆虫館では、7月18日(土)～9月28日(月)に、
特別展「いたこんカーニバル☆ナイト」を実施します。

いたこんカーニバルは、虫とのお祭りを再現した展示で、
8回目となる今年の会場では、「夜」を演出します。

伊丹市昆虫館
開館時間 ： 9時30分～16時30分（入館受付は16:00まで）
休 館 日  ： 火曜日（火曜日祝日の場合は翌日休）、年末年始
入 館 料  :  大人400円 中高生200円 3歳～小学生100円

期 間 ： 7月18日(土)～9月28日(月)
※休館日火曜日（火曜日祝日の場合は翌日休）

会 場 ： 伊丹市昆虫館
第2展示室および館内

観覧料： 無料 
※要入館料（大人400円、中高生200円、

3歳以上～小学生100円、0～2歳児無料）

昨年度「いたこんカーニバル2025」の様子

今年度「いたこんカーニバル☆ナイト」のポスター



【担当課】図書館

新庄氏初の図書館での講演会です！
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場所 伊丹市立図書館本館ことば蔵１階フロア

大ヒットドラマ「地面師たち」原作者・新庄耕氏講演会
－あの大ヒットドラマの原作はどのようにして生まれたのか－

撮影/chihiro.新庄耕氏

開催日 ９月２７日（日曜）１４時００分～ <開場１３時００分>

講演会名
新庄耕氏講演会 ～『地面師たち』に描いた闇社会～
大ヒット映像作品の原作者が語る小説の力

備考
定員なし、参加無料、申込不要
（先着８０人は座席用意。立ち見も可）

（集英社文庫）『地面師たち』

サイン会
同時開催

講演会後にサイン会あり。
  （著書をお持ちの方全員にサインをいただけます）

－図書館ことば蔵の情報を入手して、便利に活用しよう！－

図書館本館ことば蔵が公式ＳＮＳとして、Ｘ（@kotobaguraitami）を開設！
「イベント情報」「図書関連情報」「自習室の満室情報」など最新情報をお届けします。

図書館ことば蔵からのお知らせ

新庄耕氏

1983年、東京都生まれ。慶應義塾大学環境情報学部
卒業。2012年、第36回すばる文学賞を受賞した『狭
小邸宅』にてデビュー。24年、『地面師たち』が
Netflixにて実写ドラマ化され、話題となる。同年、
続編『地面師たち ファイナル・ベッツ』と、前日
譚を描く『地面師たち アノニマス』を刊行。



【担当課】図書館

全国初の取り組みです。
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７月９日（木）

第１話：図書館

企画内容
伊丹の読書推進を目的とした中編小説（原稿用紙１８０枚）が完成。
７月９日（木）より、市内図書館と書店で連載形式で無料配布する。

配布場所 <１・３・最終話>市内図書館（計５館）、<２・４話目>市内書店（計９店舗）

配布日程

報道機関様向け「完成披露発表会」を開催

芥川賞作家・松永Ｋ三蔵氏「伊丹を舞台にした小説」完成
－伊丹市民のための、伊丹市でしか読めない、伊丹市にまつわる小説－

８月１３日（木） ９月１０日（木） １０月８日（木） １１月１２日（木）

第２話：書店 第３話：図書館 第４話：書店 最終話：図書館

撮影/嶋田礼奈松永Ｋ三蔵氏

日時・場所 ７月８日（水）１１時～ 本館ことば蔵１階

内容 松永氏ミニ講演会、報道機関様向け質疑応答、松永氏から小説先行配布、個別取材対応

あらすじ

伊丹市危機管理室に異動になった酒本圭吾は、
昆陽池、野鳥の島の日本列島に13日間野営せよという「謎の業務」命令を受ける。
島で圭吾が目にするものとは？ この業務の目的とは果たして何なのか？

・小説タイトル：カモＧ
・各話1,000冊（増刷予定あり）

・表紙デザイン：松永Ｋ三蔵氏

市内書店一覧（五十音順）
いずみ文庫（北野1）、TSUTAYA阪急伊丹駅前店（中央1）、明屋書店ユートピア野間店（野間北3）、ブックランドサンクス
バラ公園店（荒牧7）、ブックランドフレンズ（伊丹2）、みつづみ書房（宮ノ前3）、未来屋書店伊丹店（藤ノ木1）、未来
屋書店伊丹昆陽店（池尻4）、森田昌宏堂（中央1）



予告



伊丹市職員の パーパス“志”始動！！

 

パーパスとは、「私たちは、何のためにこの仕事をしているのか」をひとことで表した“存在意義”で、“共通の軸”
となるものです。
仕事に迷ったとき、立ち戻る“よりどころ”で、部局や職種を越えて共有できる“共通言語”であり、私たち職員
一人ひとりの仕事の意味をつなぐ言葉。すなわち職員の「羅針盤」、それがパーパスです。

７月１０日（金）１０時～正式発表
coming soon…
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